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〈はじめに〉 

 

主の平和がありますように。 

 

戦後80周年の8月を迎えるにあたり、「平和の祈り集」を作成いたしました。8月

6日、8月9日、8月15日には、それぞれの場所ではあっても、共に祈りをささげま

しょう。本冊子が助けになりますように。 

また、8月全体を通して、また、いつでも用いることができるように、これまでの様々

な時代・場所でささげられてきた平和の祈りを掲載しました。ご自分に合うものを用

いてお祈りください。 

日々の祈りの習慣をつけるためには、8月の一ヶ月、毎朝、夕、就寝前など、それ

ぞれの生活に合わせて祈りの時間を設けることをお勧めします。 

 

祈り集には、韓国語での祈り、英語での祈りも含まれています。私たちの教会には

日本語以外を母国語とする人たちも共に集められています。様々な言語の祈りを共

有できたらと考えました。韓国語の祈りはシモン林永寅司祭にご協力をいただき、日

本語訳もしてくださいました。英語の祈りは、マイケル・モイヤー司祭にご協力いた

だきました。米国聖公会で使われている祈祷書『Book of Common Prayer』の祈りに

ついては日本語訳をつけず原本のまま掲載しています。この場を借りましてお二人

のご協力に感謝いたします。 

 

 祈り集の巻末には、8月5日（火）、6日（水）広島復活教会での平和の礼拝、8月

9日（土）長崎聖三一教会での原爆記念礼拝と、東京教区での平和の祈りの案内を載

せています。QRコードから配信で礼拝に参加することもできます。ご活用ください。 

 

東京教区信仰と生活委員会委員長 

司祭 上田憲明 
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8月１日〜７日 

 

「戦
せん

後
ご

80年
ねん

を覚
おぼ

えて」 

真理
し ん り

と平和
へ い わ

の 源
みなもと

である全能
ぜんのう

の神
かみ

よ、アジア・太平洋戦争
たいへいようせんそう

の終結
しゅうけつ

から８０年
ねん

を

迎
むか

えたこのとき、わたしたちは、戦争
せんそう

により犠牲
ぎ せ い

となったすべての方々
かたがた

を覚
さとし

え、

あなたの深
ふか

い憐
あわ

れみの御手
み て

にゆだねます。また、今
いま

なお痛
いた

みや苦
くる

しみのうちに

ある人々
ひとびと

の上
うえ

に、主
しゅ

の癒
いや

しと慰
なぐさ

め、そして平安
へいあん

が豊
ゆた

かに注
そそ

がれますよう祈
いの

りま

す。わたしたちが過去
か こ

の歴史
れ き し

から目
め

をそむけることなく、地上
ちじょう

の平和
へ い わ

を脅
おびや

かし、

あなたのかたちに造
つく

られた一人
ひ と り

ひとりのいのちと尊厳
そんげん

を奪
うば

い去
さ

る、あらゆる戦
せん

争
そう

と暴力
ぼうりょく

に対
たい

して、目
め

を開
ひら

き、声
こえ

を上
あ

げ、あなたの平和
へ い わ

の器
うつわ

となることができ

ますように、わたしたちに必要
ひつよう

な知恵
ち え

と勇気
ゆ う き

をお与
あた

えください。主
しゅ

は父
ちち

と聖霊
せいれい

とともに一体
いったい

の神
かみ

であって、世々
よ よ

に生
い

きすべてを治
おさ

めておられます。アーメン 

2025 年 復活日 日本聖公会主教会作成 

 

 

 

「原爆
げんばく

によって逝去
せいきょ

された人
ひと

びとを覚
おぼ

えて」 

世
よ

にある人
ひと

、世
よ

を去
さ

った人
ひと

の主
しゅ

なる神
かみ

よ、私
わたし

たちは今
いま

、広島
ひろしま

に投下
と う か

された原爆
げんばく

によ

って命
いのち

を失
うしな

ったすべての人
ひと

びと、ことに聖
せい

公会
こうかい

信徒
し ん と

およびその交
まじ

わりのなかで逝去
せいきょ

した人
ひと

びとの 魂
たましい

を主
しゅ

の憐
あわ

れみのみ手
て

にゆだねて祈
いの

ります。どうか彼
かれ

らが堪
た

え忍
しの

んだ

様々
さまざま

な苦
くる

しみの叫
さけ

びに耳
みみ

をかたむけ、その目
め

から涙
なみだ

をことごとく拭
ぬぐ

い去
さ

り、慰
なぐさ

めと

平安
へいあん

をお与
あた

えください。どうかこの方々
かたがた

の 魂
たましい

が、主
しゅ

の憐
あわ

れみによって安
やす

らかに憩
いこ

う

ことができますように。 
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「聖
せい

フランシスコの平和
へいわ

を求
もと

める祈
いの

り」 

神
かみ

よ、わたしをあなたの平和
へ い わ

の器
うつわ

にしてください。 

憎
にく

しみのあるところに、愛
あい

を 

いさかいのあるところに、ゆるしを 

分裂
ぶんれつ

のあるところに、一致
い っ ち

を 

迷
まよ

いのあるところに、信仰
しんこう

を 

誤
あやま

りのあるところに、真理
し ん り

を 

絶望
ぜつぼう

のあるところに、希望
き ぼ う

を 

悲
かな

しみのあるところに、喜
よろこ

びを 

暗闇
くらやみ

のあるところに、光
ひかり

をもたらすことができますように。 

神
かみ

よ、わたしに、 

慰
なぐさ

められるよりも、慰
なぐさ

めることを、 

理解
り か い

されることよりも、理解
り か い

することを、 

愛
あい

されるよりも、愛
あい

することを 

望
のぞ

ませてください。 

自分
じぶん

を捨
す

てて初
はじ

めて自分
じぶん

を見
み

いだし、 

ゆるしてこそゆるされ、 

死
し

ぬことによってのみ、永遠
えいえん

のいのちによみがえることを 

深
ふか

く悟
さと

らせてください。 
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「外
がい

国
こく

人
じん

被
ひ

爆
ばく

者
しゃ

を覚
おぼ

えて」 

慈
いつく

しみ深
ふか

い主
しゅ

よ、み子
こ

イエス・キリストはすべての人
ひと

がみな主
しゅ

の家族
かぞく

として平和
へいわ

に

生
い

きるために、十字架
じゅうじか

により憎
にく

しみの隔
へだ

ての壁
かべ

を除
のぞ

き、主
しゅ

による和解
わかい

の道
みち

を開
ひら

いて

くださいました。どうか強制
きょうせい

連行
れんこう

などによって故国
ここく

を離
はな

れ、広島
ひろしま

で被爆
ひばく

した外国
がいこく

の兄弟
きょうだい

姉妹
しまい

を顧
かえり

みてください。この人
ひと
たちの苦

くる
しみをむなしくせず、主

しゅ

による平和
へいわ

を実現
じつげん

する器
うつわ

としてわたしたちを用
もち

いてください。 

「今
いま

なお、原爆
げんばく

の後遺症
こういしょう

に苦
くる

しむ人
ひと

びとを覚
おぼ

えて」 

慈悲
じ ひ

の神
かみ

、天
てん

の父
ちち

よ、被爆者
ひ ば く し ゃ

として今
いま

なお、苦
くる

しみ、悩
なや

みをかかえている人
ひと

びとを守
まも

り支
ささ

えてください。この人
ひと

たちに恵
めぐ

みを与
あた

え、体
からだ

と 魂
たましい

の苦
くる

しみを取
と

り除
のぞ

き、み力
ちから

を与
あた

えて、勇気
ゆ う き

と希望
き ぼ う

を増
ま

し加
くわ

え、主
しゅ

の救
すく

いの喜
よろこ

びに導
みちび

いてください。 

 

 

「核兵器
かくへいき

廃絶
はいぜつ

と平和
へいわ

を求
もと

めて」 

真理
しんり

と平和
へいわ

の 源
みなもと

である全能
ぜんのう

の神
かみ

よ、わたしたちは原子
げんし

爆弾
ばくだん

が如何
い か

に恐
おそ

ろしい殺戮
さつりく

兵器
へいき

であるかを知
し

っています。しかし今
いま

もなお、核兵器
か く へ い き

を保持
ほ じ

することによって、

平和
へ い わ

が維持
い じ

できると、多
おお

くの人
ひと

たちが固
かた

く信
しん

じています。主
しゅ

よ、どうかこの人
ひと

たちの

目
め

を開
ひら

いて、武力
ぶりょく

による平和
へ い わ

実現
じつげん

の限界
げんかい

を歴史
れ き し

から学
まな

ばせ、核兵器
か く へ い き

廃絶
はいぜつ

へと導
みちび

いて

ください。そして、すべての人
ひと

の心
こころ

に平和
へ い わ

を愛
あい

するまことの愛
あい

を燃
も

やし、互
たが

いに信頼
しんらい

し合
あ

うことによって平和
へ い わ

を実現
じつげん

させてください。 

 

 

「わたしたちの教 会
きょうかい

の働
はたら

きのため」 

全能
ぜんのう

の神
かみ

よ、あなたはこの世界
せかい

を愛
あい

してみ子
こ

を遣
つか

わし、すべての人
ひと

があなたとの

完全
かんぜん

な和解
わかい

と交
まじ

わりのうちに生
い

きることができるように望
のぞ

みまた働
はたら

いておられま

す。どうかわたしたちを導
みちび

いてそのみ業
わざ

を悟
さと

らせ、己
おのれ

を献
ささ

げてこれを証
あかし

し、とも

にみ国
くに

の成 就
じょうじゅ

にあずかることができるようにしてください。 

2020年8月6日広島原爆逝去者祈念 
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8月 8日〜14日 

 

「特祷
とくとう

」 

すべて世
よ

にある人
ひと

また世
よ

を去
さ

った人
ひと

の命
いのち

を支
ささ

えてくださる全能
ぜんのう

の神
かみ

よ、戦争
せんそう

、こと

に長崎
ながさき

での原爆
げんばく

投下
と う か

によって命
いのち

を失
うしな

った人
ひと

びとの死
し

を悼
いた

み、その 魂
たましい

を主
しゅ

のあわれ

みのみ手
て

に委
ゆだ

ねます。また、今
いま

もなお、その被爆
ひ ば く

によって体
からだ

と心
こころ

に苦
くる

しみを負
お

う人
ひと

びとに主
しゅ

のいやしのみ手
て

が延
の

べられ、励
はげ

ましが与
あた

えられますように。そして、わたし

たちがあなたの平和
へ い わ

の実現
じつげん

のために器
うつわ

として用
もち

いられますように。救
すく

い主
ぬし

イエス・

キリストによってお願
ねが

いいたします。 アーメン 

2017年「長崎原爆を覚えて祈る」式文（東京教区） 

 

 

「原爆
げんばく

により尊
とうと

い命
いのち

を失
うしな

った長崎
ながさき

の人
ひと

びとを覚
おぼ

えて」 

世
よ

にある人
ひと

、世
よ

を去
さ

った人
ひと

の主
しゅ

なる神
かみ

よ、わたしたちは今
いま

、広島
ひろしま

、長崎
ながさき

に投下
と う か

された

原爆
げんばく

によって世
よ

を去
さ

った全
すべ

ての人
ひと

びとを覚
おぼ

えて祈
いの

ります。主
しゅ

よ、どうか、この人
ひと

びと

の叫
さけ

びを聞
き

き、慰
なぐさ

めを与
あた

え、 魂
たましい

の平
へい

安
あん

をお与
あた

えください。ことに長崎
ながさき

聖
せい

三一
さんいち

教会
きょうかい

の犠牲者
ぎ せ い し ゃ

たちを覚
おぼ

えて祈
いの

ります。主
しゅ

よ、原爆投下
げんばくとうか

で亡
な

くなった人
ひと

びと及
およ

び、原爆投下
げんばくとうか

後
ご

に亡
な

くなった人
ひと

びとの犠牲
ぎ せ い

を空
むな

しくすることなく、みこころが天
てん

に行
おこな

われるとお

り､地
ち

にも行
おこな

われますように、お導
みちび

きください。平和
へ い わ

の君
きみ

、主
しゅ

イエス・キリストに

よってお願
ねが

いいたします。 アーメン 

 

 

「今
いま

もなお､原爆
げんばく

の後遺症
こういしょう

におびえ、苦
くる

しむ人
ひと

びとを覚
おぼ

えて」 

愛
あい

と命
いのち

の 源
みなもと

である主
しゅ

よ、被爆者
ひばくしゃ

として今
いま

もなお、重荷
おもに

を負
お

う人
ひと

びとを覚
おぼ

えてく

ださい。慈
いつく

しみをもって、この人
ひと

びとに主
しゅ

のみ顔
かお

を向
む

け、励
はげ

ましをお与
あた

えください。

主
しゅ

イエス・キリストによってお願
ねが

いいたします。 アーメン 
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「被
ひ
爆
ばく

した外
がい

国
こく

の人
ひと

々
びと

を覚
おぼ

えて」 

わたしたちが願
ねが

い求
もと

めるよりも先
さき

に、わたしたちの思
おも

いをご存
ぞん

知
じ

であるいつくしみ

深
ふか

い主
しゅ

よ、どうか被
ひ

爆
ばく

した外
がい

国
こく

の兄
きょう

弟
だい

姉
し

妹
まい

に、あなたのみ顔
かお

を向
む

け、彼
かれ

らを支
ささ

え、

み恵
めぐ

みをお与
あた

えください。主
しゅ

イエス・キリストによってお願
ねが

いいたします。 アーメン 

 

 

「核兵器廃絶
かくへいきはいぜつ

と平和
へいわ

を求
もと

めて」 

天
てん

の父
ちち

なる神
かみ

よ、わたしたちは原子
げ ん し

爆弾
ばくだん

が如何
い か

に恐
おそ

ろしい大量
たいりょう

殺戮
さつりく

兵器
へ い き

であり、ま

た､残
のこ

された者
もの

に、筆
ひつ

舌
ぜつ

に尽
つく

し難
がた

い艱難
かんなん

を与
あた

えるものであるかを知
し

らされました。

地獄
じ ご く

の体験
たいけん

をした被爆者
ひ ば く し ゃ

は、人類
じんるい

と核兵器
か く へ い き

は共存
きょうぞん

できるものではないと証言
しょうげん

してい

ます。しかし､現在
げんざい

は、長崎
ながさき

・広島
ひろしま

に落
お

とされた原爆
げんばく

を遥
はる

かにこえる破壊力
はかいりょく

をもった

核兵器
か く へ い き

が､世界
せ か い

の平和
へ い わ

と秩
ちつ

序
じょ

を維持
い じ

する理由
り ゆ う

によって保持
ほ じ

されています。主
しゅ

よ、どう

か世界
せ か い

の人
ひと

びとの心
こころ

を治
おさ

め、武力
ぶりょく

による秩序
ちつじょ

維持
い じ

の限界
げんかい

を歴史
れ き し

から学
まな

ばせ、核兵器
か く へ い き

廃絶
はいぜつ

の決断
けつだん

へと導
みちび

いてください。主
しゅ

よ、人
ひと

びとを憐
あわ

れみ、聖霊
せいれい

をもってお導
みちび

きくだ

さい。わたしたちが互
たが

いに信
しん

頼
らい

し、共
きょう

存
ぞん

を求
もと

める苦
くる

しみを通
とお

して、平
へい

和
わ

を実
じつ

現
げん

させ

てください。主
しゅ

イエス・キリストによってお願
ねが

いいたします。 アーメン 

2025年8月9日 長崎原爆記念礼拝代祷より 

 

 

「戦没者
せんぼつしゃ

および殉難者
じゅんなんしゃ

のため」 

すべて世
よ

にある人
ひと

また世
よ

を去
さ

った人
ひと

の父
ちち

なる全能
ぜんのう

の神
かみ

よ、戦争
せんそう

その他
た

の災難
さいなん

によっ

て命
いのち

を失
うしな

った人
ひと

びとの死
し

を悼
いた

み、その 魂
たましい

を主
しゅ

の憐
あわ

れみのみ手
て

にゆだねます。また、

わたしたちがその犠牲
ぎ せ い

をむなしくせず、悲
かな

しむ者
もの

を慰
なぐさ

め助
たす

け、ともに主
しゅ

による平和
へ い わ

を追
お

い求
もと

めさせてください。主
しゅ

イエス・キリストによってお願
ねが

いいたします。アーメン 

                2021年長崎原爆記年礼拝念礼拝式文 
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간구기도 (祈願
きがん

の祈
いの

り) 

평화를 위하여 

영원하신 하느님, 주님께서는 무력이 아닌 정의와 사랑으로 주님의 나라를 

이루시나이다. 비오니, 주님의 영을 온 땅에 내리시어, 모든 민족이 하느님의 

자녀로 평화의 왕이신 그리스도의 깃발아래 모이게 하소서. 성서와 성자와 

성령께 권세와 영광이 영원토록 있나이다. 아멘 

한국성공회 기도서 109페이지 

 

平和
へ い わ

のために 

永遠
えいえん

にいます全能
ぜんのう

の神
かみ
よ、主

しゅ
は武力

ぶりょく
ではなく正義

せ い ぎ
と愛

あい
を持

も
ってみ国

くに
を成

な
し遂

と
げられ

ます。どうか、あなたの霊
れい
をこの世

よ
に与

あた
え、すべての民

たみ
が神

かみ
の子

こ
として平和

へ い わ
の王

おう
であ

るキリストの下
もと
に集

あつ

められますようにしてください。父
ちち

と子
こ

と聖霊
せいれい

なる神
かみ

の栄光
えいこう

と

力
ちから

がとこしえにありますように。アーメン 

韓国聖公会の祈祷書109頁 

 

 

For Peace Among the Nations 

Almighty God our heavenly Father, guide the nations of the world 

into the way of justice and truth, and establish among them that 

peace which is the fruit of righteousness, that they may become 

the kingdom of our Lord and Savior Jesus Christ. Amen.  

(1979 Book of Common Prayer ) 
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8月 15日〜21日 

 
歴史
れきし

と生命
せいめい

の主
しゅ

である神
かみ

よ、わたしたちを平和
へ い わ

の器
うつわ

にしてください。嘆
なげ

きと苦
くる

しみ

のただ中
なか

にあなたの光
ひかり

を、敵意
てきい

と憎
にく

しみのただ中
なか

にあなたの愛
あい

と赦
ゆる

しをお与
あた

えくだ

さい。わたしたちの出会
で あ

いを通
とお

して哀
かな

しみの中
なか

に慰
なぐさ

めを、痛
いた

みの中
なか

に癒
いや

しを、疑
うたが

いの中
なか

にあなたへの信仰
しんこう

を、主
しゅ

よ豊
ゆた

かに注
そそ

ぎ込
こ

んでください。 

この沖縄週間
おきなわしゅうかん

を通
とお

してわたしたちを新
あら

たにし、あなたの示
しめ

される解放
かいほう

と平和
へ い わ

への

道
みち

を歩
あゆ

む者
もの

としてください。わたしたちの主
しゅ

イエス・キリストのいつくしみによっ

て、この祈
いの

りをお献
ささ

げいたします。 アーメン 

沖縄週間の祈り（第４６総会決議第 17号１/第 64総会決議第 24号にて継続） 

 

 

「戦争
せんそう

の犠牲者
ぎせいしゃ

のため」 

世
よ

にある人
ひと

、世
よ

を去
さ

った人
ひと

の主
しゅ

なる神
かみ

よ、あなたは、主
しゅ

にあって死
し

ぬ人
ひと

は幸
さいわ

いであ

る、と教
おし

えられました。どうか主
しゅ

を信
しん

じて世
よ

を去
さ

り、安
やす

らかな眠
ねむ

りに就
つ

いた僕
しもべ

らに

豊
ゆた

かな祝
しゅく

福
ふく

を与
あた

えてください。わたしたちはアジア・太平洋
たいへいよう

戦争
せんそう

またすべての争
あらそ

い

の犠牲
ぎ せ い

となり世
よ

を去
さ

った人
ひと

びと、ことにアジア諸国
しょこく

の人
ひと

びとの死
し

を悼
いた

み、その 魂
たましい

を

主
しゅ

の憐
あわ

れみのみ手
て

にゆだねます。また、わたしたちが悲
かな

しむ者
もの

を慰
なぐさ

め助
たす

け、ともに

主
しゅ

による平
へい

和
わ

を追
お

い求
もと

めることができますように。救
すく

い主
ぬし

イエス・キリストによって

お願
ねが

いいたします。アーメン 

2018年「平和を祈る」式文（東京教区）より 
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For Peace 

Eternal God, in whose perfect kingdom no sword is drawn but the 

sword of righteousness, no strength known but the strength of 

love: So mightily spread abroad your Spirit, that all peoples 

may be gathered under the banner of the Prince of Peace, as 

children of one Father; to whom be dominion and glory, now and 

forever. Amen.   

(1979 Book of Common Prayer ) 

 

 

 

평화 

전능하신 하느님, 평화를 위해 일하는 이들을 주님의 지혜로 인도하시나이다. 

비오니, 모든 이들에게 평화를 사랑하는 마음을 주시어, 전쟁과 폭력을 막고, 

주님께서 다스리시는 평화의 나라가 속히 임하게 하소서. 

(한국성공회 기도서 105페이지) 

 

平和
へいわ

 

全能
ぜんのう

の神
かみ

よ、あなたは平和
へいわ

のために働
はたら

く人々
ひとびと

をあなたの知恵
ち え

を持
も

って導
みちび

いてくだ

さいます。どうか、すべての人々
ひとびと

に平和
へいわ

を愛
あい

する心
こころ

を与
あた

え、戦争
せんそう

と暴力
ぼうりょく

を防
ふせ

ぎ、

主
しゅ

が治
おさ

める平和
へいわ

の国
くに

が速
すみ

やかに成
な

し遂
と

げられますようにしてください。  

(韓国聖公会祈祷書105頁) 

 

 

 

 

 



 
 
 
 

11 

국가 간의 평화를 위하여 

전능하신 하느님, 세상의 모든 나라들을 정의와 진리의 길로 인도하시나이다. 

비오니, 전쟁과 분쟁속에 있는 모든 국가들이 싸움을 그치고 화해와 일치를 

이루어 마침내 온 세상이 하느님의 통치 아래 사랑과 평화의 풍성한 열매를 

맺게 하소서. 우리 주 예수 그리스도의 이름으로 기도하나이다. 아멘 

(한국성공회 기도서 109페이지) 

 

国
くに

の間
あいだ

の平和
へいわ

のために 

全能
ぜんのう

の神
かみ

よ、あなたは世界
せかい

のすべての国々
くにぐに

を正義
せいぎ

と真理
しんり

の道
みち

に導
みちび

いてくださいま

す。どうか、戦争
せんそう

と紛争
ふんそう

の中
なか

にあるすべての国々
くにぐに

が戦
たたか

いを止
や

め、和解
わかい

と一致
いっち

を成
な

し

遂
と

げ、ついにこの世界
せかい

があなたの統治
とうち

のもとで愛
あい

と平和
へいわ

の豊
ゆた

かな実
み

を結
むす

ぶことがで

きますように。私
わたし

たちの主
しゅ

イエス·キリストのみ名
な

によってお祈
いの

りいたします。 

アーメン                     (韓国聖公会祈祷書109頁) 
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8月 22日〜28日 

 

A prayer for the nation and people of Myanmar  

Lord of the heavens and the earth,  

we give you thanks and praise   

for the rising from the dead of your Son Jesus Christ  

and for the never-ending love he offers us all.  

Grant, we pray, resurrection life to the nation and people of 

Myanmar,  

that sadness may turn into joy,  

aggression into amity, 

despair into hope,  

and anxiety into calm, 

that the people may be reconciled. 

This we ask in the Name of the Risen Christ,  

who lives and reigns with you and the Holy Spirit,  

One God, now and for ever. Amen.  

(2021 Easter April 4th  by the Anglican Alliance) 

 

ミャンマーの国
くに

と国民
こくみん

のための祈
いの

り 

天
てん

と地
ち

の主
しゅ

よ、あなたの御子
み こ

イエス・キリストのよみがえりと、私
わたし

たちに与
あた

えてく

ださる尽
つ

きることのない愛
あい

に、感謝
かんしゃ

と賛美
さんび

を捧
ささ

げます。どうか、ミャンマーとその

国
くに

の人々
ひとびと

にあなたの復活
ふっかつ

の命
いのち

をお与
あた

えください。悲
かな

しみが喜
よろこ

びに、攻撃性
こうげきせい

が

友情
ゆうじょう

に、絶望
ぜつぼう

が希望
きぼう

に、不安
ふあん

が平穏
へいおん

に変
か

わり、人々
ひとびと

が和解
わかい

しますように。この祈
いの

り

を、あなたと聖霊
せいれい

とともに生
い

き、世
よ

を治
おさ

める唯一
ゆいいつ

の神
かみ

、復活
ふっかつ

のキリストの名
な

におい

て求
もと

めます。今
いま

も永遠
えいえん

に。アーメン。 

 (2021 復活日 4月 4日 アングリカン・アライアンス) 
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「ウクライナのための祈
いの

り」 

正義
せ い ぎ

と平和
へ い わ

の神
かみ

よ、わたしたちは今日
き ょ う

、ウクライナの人々
ひとびと

のために祈
いの

ります。またわ

たしたちは平和
へ い わ

のために、そして武器
ぶ き

が置
お

かれますよう祈
いの

ります。明日
あ す

を恐
おそ

れるすべ

ての人々
ひとびと

に、あなたの慰
なぐさ

めの霊
れい

が寄
よ

り添
そ

ってくださいますように。平和
へ い わ

や戦争
せんそう

を支配
し は い

する力
ちから

を持
も

つ人
ひと

々
びと

が、知恵
ち え

と見識
けんしき

と思
おも

いやりによって、み旨
むね

に適
かな

う決
けつ

断
だん

へと導
みちび

かれ

ますように。そして何
なに

よりも、危険
き け ん

にさらされ、恐怖
きょうふ

の中
なか

にいるあなたの大切
たいせつ

な子
こ

ど

もたちを、あなたが抱
いだ

き守
まも

ってくださいますように。平和
へ い わ

の君
きみ

、主
しゅ

イエス・キリスト

によってお願
ねが

いいたします。 アーメン 

 

「世界
せかい

平和
へいわ

のため」 

真理
し ん り

と平和
へ い わ

の 源
みなもと

である全能
ぜんのう

の神
かみ

よ、すべての人
ひと

の心
こころ

に平
へい

和
わ

を愛
あい

するまことの愛
あい

を

燃
も

やし、国々
くにぐに

の交
まじ

わりに携
たずさ

わる人
ひと

びとに、平和
へ い わ

を造
つく

り出
だ

す知
ち

恵
え

を与
あた

え、主
しゅ

の愛
あい

を知
し

る知
ち

識
しき

をこの世界
せ か い

に満
み

たしてください。父
ちち

と聖霊
せいれい

とともに世々
よ よ

に生
い

き支配
し は い

しておら

れるみ子
こ

イエス・キリストによってお願
ねが

いいたします。 アーメン 

（救主降生1990年日本聖公会祈祷書121頁） 

 

「戦争
せんそう

、分裂
ぶんれつ

、争
あらそ

いの終 結
しゅうけつ

のため」 

すべてのものを支配
し は い

される全能
ぜんのう

の神
かみ

よ、正
ただ

しい審
さば

きは主
しゅ

のみ手
て

にあり、主
しゅ

のみ力
ちから

に

逆
さか

らって勝
か

つ者
もの

はありません。また主
しゅ

はまことに悔
く

い改
あらた

める者
もの

に赦
ゆる

しと憐
あわ

れみを与
あた

えられます。どうか不幸
ふ こ う

にして戦争
せんそう

、分裂
ぶんれつ

、争
あらそ

いのうちにあるこの世界
せ か い

を顧
かえり

みて、

主
しゅ

の正
ただ

しい支配
し は い

と審
さば

きを明
あき

らかにし、主
しゅ

に背
そむ

いて行
おこな

っているすべての争
あらそ

いを悔
く

い

改
あらた

めさせ、ともに主
しゅ

の平和
へ い わ

と救
すく

いにあずかることができるようにしてください。父
ちち

と聖霊
せいれい

とともに一体
いったい

であって世々
よ よ

に生
い

き支
し

配
はい

しておられる主
しゅ

イエス・キリストによ

ってお願
ねが

いいたします。アーメン 

（救主降生1990年日本聖公会祈祷書123頁） 
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특별기원 본기도（特別
とくべつ

祈願
きがん

の特祷
とくとう

） 

 

통일 

전능하신 하느님, 그리스도께서는 막힌 담을 헐어 하나가 되게 하시나이다. 

구하오니, 갈라져 고통당하는 이 겨레를 불쌍히 여기시어, 사랑과 이해로 

전쟁과 대립의 상처를 극복하고 평화 통일을 이루게 하소서.  

(한국성공회 기도서 105페이지) 

統一
とういつ

 

全能
ぜんのう

の神
かみ

よ、キリストは遮
さえぎ

られている塀
へい

を崩
くず

してすべての民
たみ

を一
ひと

つにしてくださ

います。どうか、二
ふた

つの国
くに

に分断
ぶんだん

されて苦
くる

しんでいるこの民
たみ

らを顧
かえり

み、愛
あい

と和解
わかい

に

よって戦争
せんそう

と対立
たいりつ

の傷
きず

を乗
の

り越
こ

え、平和
へいわ

の統一
とういつ

を成
な

し遂
と

げることができますように

してください。 

(韓国聖公会の祈祷書105頁) 
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8月 29日〜31日 

 
O God of all justice and peace, we cry out to you in the midst of 

the pain and trauma of violence and fear which prevails in the 

Holy Land. 

Be with those who need you in these days of suffering; we pray for 

people of all faiths - Jews, Muslims and Christians and for all 

people of the land. 

While we pray to you, O Lord, for an end to violence and the 

establishment of peace, we also call to you to bring justice and 

equity to the peoples. Guide us into your kingdom where all people 

are treated with dignity and honour as your children - for to all 

of us you are our Heavenly Father. 

In Jesus' name we pray, Amen 

Archbishop Hosam Naoum, Jerusalem March2024 

 
 
正義
せいぎ

と平和
へいわ

の神
かみ

よ、聖地
せいち

に蔓延
まんえん

する暴力
ぼうりょく

と恐怖
きょうふ

の痛
いた

みとトラウマの真
ま

っ只中
ただなか

にあ

って、私
わたし

たちはあなたに叫
さけ

びます。 

この苦難
くなん

の日々
ひ び

にあなたを必要
ひつよう

とする人々
ひとびと

と共
とも

にあり、私
わたし

たちはユダヤ教徒
きょうと

、イ

スラム教徒
きょうと

、キリスト教徒
きょうと

などあらゆる信仰
しんこう

を持
も

つ人々
ひとびと

と、この地
ち

のすべての人々
ひとびと

のために祈
いの

ります。 

主
しゅ

よ、暴力
ぼうりょく

の終 結
しゅうけつ

と平和
へいわ

の確立
かくりつ

をあなたに祈
いの

ると同時
どうじ

に、人々
ひとびと

に正義
せいぎ

と公平
こうへい

をも

たらすようあなたに呼
よ

びかけます。すべての人々
ひとびと

があなたの子
こ

どもとして尊厳
そんげん

と

名誉
めいよ

をもって扱
あつか

われるあなたのみ国
くに

へと私
わたし

たちを導
みちび

いてください。あなたは私
わたし

たちすべてにとって天
てん

の父
ちち

なのですから。 

イエスの名
な

において祈
いの

ります。アーメン 

ホサム・ナウム大司教、エルサレム 2024年 3月 
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「光
ひか

りの祈
いの

り」 

平和
へ い わ

の炎
ほのお

よ 

私
わたし

たちの心
こころ

を暖
あたた

めて下
くだ

さい 

わたしたちが隣人
りんじん

を愛
あい

することができますように 

 

平和
へ い わ

の炎
ほのお

よ 

わたしたちの道
みち

を照
て

らして下
くだ

さい 

わたしたちが真実
しんじつ

の中
なか

を歩
あゆ

むことができますように 

 

平和
へ い わ

の炎
ほのお

よ 

わたしたちのただ中
なか

に 

自由
じゆう

への情熱
じょうねつ

を燃
も

え立
た

たせて下
くだ

さい 

 

平和
へ い わ

の炎
ほのお

よ 

わたしたちを集
あつ

めて下
くだ

さい 

あなたの命
いのち

の讃美
さんび

の祝
いわ

いの中
なか

に 

 

1995年9月9日東京教区「平和を祈る夕べのつどい」 
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キリストの平和があなたがたの心を支配するようにしなさい。コロサイ３：１５ 

被被爆爆 8800年年  いいののちちをを見見つつめめるる夏夏  －－長長崎崎かからら世世界界へへ－－  

長長崎崎原原爆爆記記念念礼礼拝拝  〈〈  聖聖  餐餐  式式  〉〉  

すべての被爆者を覚えて   
  主の平和の実現のために 

  

長崎で被爆した秋
あき

月
づき

辰
たつ

一
いち

郎
ろう

医師は、爆心地に近いところで被爆した人から順

に日に日に死者が増えていく様子を目の当たりにし、その恐怖を「死の同心円が

毎日少しずつ広がっていく」と、著書「死の同心円」の中で表現しました。  

私たちは、原爆の犠牲になった全ての人々の命を覚え、また今なお後遺症に苦

しむ人々の叫びに耳を傾け、この長崎から「平和の同心円」が広がっていくように

祈ります。この日、長崎で共に祈りましょう。 

直接おいでになれない方も各地で、この日この時、ご一緒に祈りをお捧げいた

だければ幸いです。 

    日時：２025年８月９日（土）10：30～ 

    会場：日本聖公会長崎聖三一教会 
 

     ―― プ ロ グ ラ ム ―― 

１０：３０ 長崎原爆記念礼拝・聖餐式 

  司 式：主教 マルコ 柴
しば

本
もと

 孝
たか

夫
お

 （九州教区主教） 

  共同司式：主教 ダビデ 上
うえ

原
はら

 榮
えい

正
しょう

(沖縄教区主教) 

  説 教：主教 バルナバ 小
こ

林
ばやし

 聡
さとし

 （大阪教区主教） 

   ※原爆投下時刻の１１時２分にあわせて黙祷を献げます。 

１２：１５ 昼食 

１３：００ 平和プログラム  被爆証言 

    被爆証言講師： 田
た

中
なか

 安
やす

次
じ

郎
ろう

 さん 

   ―― 被 爆 証 言 講 師 ―― 

田
た

中
なか

 安
やす

次
じ

郎
ろう

 さん (長崎原爆被災者協議会 評議員) 

3才のとき、爆心地から約３．４ｋｍ離れた長崎市東部の

新中川町で被爆しました。 その日、自宅そばの路上で

祖母、妹、近所の友達と遊んでいましたが、突然ものす

ごい光を浴びて、被爆しました。  

爆心地から０．5ｋｍ離れた城山小学校に植えられた

「かよこ桜」（林嘉代子さん・１５歳で爆死）の母親の思

いを伝えるため、「かよこ桜・親子桜を広める会」を立ち

上げ、全国へ植樹活動を行い、平和 を訴えています。 

 【 お問い合わせ 】 司祭 牛島幹夫 長崎聖三一教会 電話／Fax ０９５（８２３）０４５５ 

主催 日本聖公会長崎聖三一教会  ・  日本聖公会九州教区 

       お知らせ：  ・宿泊・交通機関等についての手配は参加される方でお願いいたします。 

              ・礼拝のライブ配信を教会のフェイスブックページ（https://onl.tw/QKfuciy）で行う予定です。  
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東京教区の教会による平和の祈り 

 
聖アンデレ主教座聖堂 

広島・長崎・敗戦記念日（8月6日、9日、15日）午前 7時 30分の聖餐式の中で、

戦争の犠牲者を覚え、平和のための祈りをお献げします。 

また原爆・戦争の犠牲者を憶え、 世界の平和を求めて、約１分間の点鐘と黙祷のと

きを持つようにいたします。 

8月６日(水)8:15   8月９日(土)11:02   8月15日(金)12:00 

*各教会・礼拝堂では、その日時に併せて 、１分間の点鐘と共に平和の祈りをお献げ

ください。 

 

千住基督教会（協賛：日本聖公会東京教区 下町教会グループ） 

聖歌の日「戦争・平和・賛美」 

8月9日（土）14:00〜 

教派を超えて、 賛美歌・聖歌について考え、 歌う集いです。 

終戦後80年を迎える今年、 「戦争•平和・賛美」をテーマに、 太平洋戦争中の賛美

歌事情を振り返ります。 

 
インマヌエル新生教会 

8月10日（日）10時半～ 

聖餐式の中で戦後80年を覚えて祈ります。 

講    話：鈴木慰さん(小金井教会信徒)、「聖公会と沖縄」 

三線奏楽：安次嶺佳子さん(三光教会) 

写真展示：2024年沖縄の旅の写真 

※献金はパレスチナ子ども支援のために用いられます。 

 

聖愛教会（有志主催） 

「平和を祈る日―聖公会と沖縄」 

8月10日（日）聖餐式 12:00〜 

戦後80年を覚え、平和を祈ります。 
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Ø この冊子は東京教区ホームページでもご覧いただくことができます。 

ぜひ、ご一緒に祈りをおささげください。 

 

『平和の祈り』 

発行日：2025年７月 

発行者：日本聖公会 東京教区 信仰と生活委員会 

問い合わせ先：東京教区事務所 〒105-0011 東京都港区芝公園3-6-18  

       電話 03-3433-0987 

メール：mission-sec.tko@nskk.org 


